
ハイデガー・フォーラム第三回大会・総会配布用会計資料 

（2008 年 9 月 19 日作成、会計担当：相楽勉、関口浩） 

 

 

Ⅰ 第一回大会後から第二回大会時までの会計について 

第二回大会総会時に、会計資料を配布し、第一回大会後から第二回大会直前までのフォーラム会計

収支について報告した。また第二回大会終了後には、「ハイデガー・フォーラム第二回大会会計の動き」

を作成し、上記大会資料と合わせてフォーラム HP 上に掲示し、賛同人に公表した。以下、簡略に収

支バランスのみ記す。c. の残金 336,586 円を、「次回大会に向けての繰越金」とすることができた。 

 

a. 収入合計 502.390 円 

（＝2006.09.25 の第一回大会終了時繰越金 254,775 円 

＋2006.9.25-2007.9.20 の一年間弱の収入 18,115 円 

＋2007.9.22/23 第二回大会時の収入合計 229,500 円） 

 

b. 支出合計 165,804 円 

（＝2006.9.25-2007.9.20 の一年間弱の支出 96,491 円 

＋2007.9.22/23 第二回大会時の支出合計 69,313 円） 

 

c. 2007.9.25 時点の残金 336,586 円（＝a－b） 

 

 

Ⅱ 第二回大会後から第三回大会直前までの収支状況（2007.9.25-2008.9.18） 

 費目ごとの内訳を省略して、この時期の会計の動きを太い線で示すと、以下のようになる。 

 

○収入の部 

０．繰越金（＝c）       336,586 円 

１．運営協力費         13,000 円 

２．2008 年大会参加費前払い     4,000 円 

３．郵便貯金利息          151 円 

４．学習院大より補助金     100,000 円 

１～４の収入合計       117,151 円 

０～４の収入総計（＝ｄ）   453,737 円 

 

○支出の部 

１．通信費           29,162 円 

２．ポスター制作費            68,565 円 

３．印刷費           12,242 円 

支出合計（＝e）        109,969 円 

 

∴収入総計（d）－ 支出合計（e） 

＝ 343,768 円（2008.9.18 残高、内訳：普通貯金口座 195,766 円＋現金 148,002 円） 



 

 

Ⅲ 第四回大会に向けての収支見通し 

 第三回大会に、少なく見積もって賛同人 60 人の参加費徴収を見込めるとして、120,000 円の収入。

これに対して大会当日と直後の支出は、昨年度実績からして、70,000 円程度（ポスターデザイン御礼

含む）。大会時の収支のみ取り出せば、50,000 円程度の黒字を確保できる見込みである。幸いにも今年

は学習院大からの大会開催補助金 100,000 円の支給を受けたこともあり、昨年同時期の「次回大会に

向けての繰越金」336,586 円の水準を上回ることは、ほぼ確実である。したがって、第四回大会でも、

これまでと同様の大会ポスター制作が可能であるのはもちろん、電子ジャーナル Heidegger-Forum の紙

媒体版の試作のために数万円程度の支出を行なう余裕もあると言えるだろう。ただし、来年は今年の

ようには補助金を受けられないし、それどころか数万円の会場費を取られることが確実視されている。

第五回以降も似た状況が続くのを覚悟しなければならず、近未来のフォーラム財政は予断を許さない。

ジャーナル紙媒体版の全賛同人分の印刷・配布が難しいという事情は、依然として変わらない。



ハイデガー・フォーラム第三回大会（2008.9.20/21）会計の動き 

 

収入の部 

a．一般人参加費 

・一日目収集分 53,000 円（＝1,000 円×53 人） 

・二日目収集分 29,000 円（＝1,000 円×29 人） 

計 82,000 円（二日間延べ参加人数 82 名） 

b．賛同人参加費 

計 150,000 円（＝2,000 円×75 名） 

*前払いした参加者が 3 名いたので、賛同人のうち実際に参加したのは 78 名であったことに

なる。 

c．寄付 

10,000 円（賛同人 1 名より） 

d．Heidegger-Forum 紙媒体版売上げ 

計 15,000 円（＝1,500 円×10 冊） 

 

∴第三回大会時収入合計 257,000 円（＝a+b+c+d） 

⇒第二回大会後の収入合計 117,151 円と合わせると、374,151 円（＝α） 

 

支出の部 

p．印刷費 8,391 円 

（コピー代 3,600 円＋コピー用紙 3,791 円＋コピーカード代 1,000 円） 

q．謝礼 46,000 円 

（大会アルバイト代 16,000 円＋中野氏へのポスターデザイン謝礼 30,000 円） 

r．事務費 902 円 

（領収証代 902 円） 

s．雑費 5,667 円 

（ミネラル･ウォーター1,600 円＋お茶代 2,674 円＋紙コップ代 1,393 円） 

 

∴大会時支出合計 60,960 円（＝p+q+r+s） 

⇒第二回大会後の支出合計 109,969 円と合わせると、170,929 円（＝β） 

 

○第二回大会後から第三回大会終了時までの収支決算は、＋203,222 円（＝α－β） 

⇒2007 年 9 月 25 日残高 336,586 円と合わせると、539,808 円 

 

◎この 539,808 円が、2008.9.21 現在の残金であり、第四回大会に向けての資金となる 

（＊今年は学会開催費がもらえたので、大幅な黒字となった。次回は京都での開催であり、会場

費と交通費だけで 10 万円を軽く超える見込み。そのほか、ポスター制作・発送など、例年通

りの支出が 10 数万円になるので、必ずしも楽観は許されない。 


